
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月に、奈良県でトビイロウンカの発生が確認

されてから、西日本各地で次々と発生が確認さ

れています。 

 長崎県では、6月後半に本田での発生も確認さ

れました。京都府では、発生は確認されてはい

ませんが、依然として注意が必要です。 

 田植え時に、フルスロットル箱粒剤など、ウ

ンカ類に対して長期的に効果を発揮する薬剤を

施用されていない方は、この時期のトビイロウ

ンカ防除として「トレボン粒剤」の散布をおす

すめします。 

どちらにせよ、8月以降は、圃場に入り稲株元

にトビイロウンカの発生がないか確認すること

が大切です。 

 

 

令和 3年 7月 6日 NO.556 齊藤篤 

―ＴＡＣ information―  

)) 

6 月 23 日、京都府病害虫防除所より「病害虫発

生予察第5号（7 月）」が発表されました。 

その中で、「葉いもち」について、平年比やや多

く、前年比多いとの予報内容でした。 

補植用苗でも、発生が確認されています。発生源

となりますので、放置したままの苗は早急に処分し

てください。 

いもち病の発生については、気象に大きく影響さ

れますので、曇雨天が続く場合には注意が必要で

す。特特特ににに、、、多多多肥肥肥田田田ややや山山山間間間、、、山山山沿沿沿いいいののの水水水田田田でででははは

注注注意意意ががが必必必要要要ででですすす。。。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


